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児童生徒調査 

①自分から進んで計画を

たてて、学習している。 
76.0 80.0  

②授業のはじめには、これ

まで学習したことを振り

返ったり、取り組む課題や

めあてを確認したりして

いる。 

７８.８ ８０.0  

児童・生徒の現状・課題 

・学習に対してまじめに取り組むものの、積極性や主

体性に欠ける。 

・授業の際には努力しているが、自ら根拠をもって選

択して学習することを苦手とし、見通しをもって学習

に取り組むことができていない。 

具体的な手だて① 

・振り返りや感想を協働的におこなうことで客観

的に自分の活動を見直せるように単元計画を設

定する。 

 

具体的な手だて② 

・協働的な振り返りから得られた根拠をもって個

別選択する場面を意図的に設定する。 

 

 

具体的な手だて③ 

・特別支援教育の視点を取り入れ、個別最適な

学びにおいて多様な選択肢を提示できるように

計画する。 

 

 

教員調査 

①個別最適な学びを実現

するため、事前に個に応じ

た課題や支援方法計画し

ている。 

86.0 90.0  

②学習課題、学習過程、学

習方法等において、生徒

が選択できる場面を設定

している。 

６６.６ ８０．０  

総括（５月） 

学び続ける力の育成には、自らの学習や成果を振り返ることで課題を理解し、それを改善するための学びを自

ら選択することを繰り返すことが重要である。このプロセスを意図的に学習活動に取り入れる単元計画を作成

することで目標の達成を目指していく。 

意図的に個別最適・協働的な学習を取り入れ

た授業を計画し、年２回グループに分かれて

相互授業観察を行う。また学期の終わりに授

業観察の反省を行う。 

総括（１月） 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇他者との関わりから自己理解を深める 

〇自己理解した内容から根拠をもって、自分に必要

な学習内容を選択する。 


